
付録 インターネット関連組織
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APNIC の下に構成される日本のレジ

ストリ。インターネットドメイン名と

IP アドレスの、国内における割り当て

業務を行う

ｌ

！

■ 組織概要　　　　　　　　　　　　　　 （3）コンピュータネットワークのあり方に関する

JPNIC は、JPドメイン名、IPアドレス、AS　　　 調査研究。

番号などの登録、割り当て、管理業 務を始　(4)  JPド メイン名やIP アドレス登録､ 割 当など

め、［］本におけるコンピュータネットワークの安　　　 の規約の策定。

定的な運用のための活動を行っている。 1980　(5)  IPアドレスやAS 番号､JP ド メイン名の割

年代のボランティアグループによる時代を経　　　 当および管理。

て、1993 年に 任意団体となり、1997年 に社団　 （6）講習会やセミナー､ シンポジウムの開催。

法化を行い、現在に至っている。　　　　　　 （7）関連する技術の研究開発､国際交流事業。

日常的な活動は､ 総 会により選出された理

事会と、理事によって指名された運営 委員　　　　　　　　 （佐野 晋JPNIC 運営委員長）

会､JPNIC 事 務局局貝の共同作業により行わ

れている。運営委貝会はそれぞれのテーマ

ごとに検討部会を設立し、専門家を加えて詳

細な検討を行っている。

■ 活動内容

主な活動項目は次の通りである。

(1) 情 報 収集および提供、whois 、Ｗ ＷＷ、

ftp、ＤＮＳサーバなどの整備、ニユースレ

ターの発行。

(2)デ ータベースシステムの認証技術の研究。

・ 組織概要
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・ 活動内容

JPCERT/CC は、インターネット|こで発生する　JPCERT/CC は 、主に日本国内の組織及び

不正アクセスに関する情報の報告に基づい　　インターネットユーザーに対して、セキュリテ

て、関係者問を中立･ 公平なヽy場 で調整し、　 イ問題に対応するサービ スを提供している。

セキュリティ問題に対 応する組織(IRT:　 また、不正アクセスの発生を未然に防止する

Incident Response Team) として活動して　　ため､(1) インターネットセキュリティに関する

いる。JPCERT/CC は、1992年 頃からの有志　 技術情報の収集･ 分 析､(2) 不 正 アクセスの

によるセキュリティ対応のボランティア活動に　 実状に基づくセキュリティ勧告文書の発行、

端を発し、その後､JEPG/IP  (インターネット　(3) その 他､ セキュリティに関連する技術文書

技術計画委員会)のセキュリティタスクフォー　　の発行、などを実施している。一方、犯人搜

スの活動を経て、1996年10Jj に営 利をI｣的　 査や個々の組織に対するシステムコンサルテ

としない民 問の任 意団 体として正式発足　 インクは、民問非営利組織であるため行って

し、現在に至っている。1998 年には、ＩＲＴの　 いない。

ための国際的 なフォーラムであるFIRST

( Forum　of　Incident　Response　and

Security Teams) にも加盟して、海外の関

係機関との連携･ 調 整の役割を担っている。

現在の組織は、総会と運営 委貝会で構成

され、これらをサポートするために事務局を

設置して日々の活動にあたっている。

(JPCERT/CC)
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JPCERT/CC

不正アクセスによるユーザーからの被

害の連絡に基づき、セキュリティ問題

に対応する組織。インターネットセキ

ュリティ技術の教育、啓発活動も

ht↑p://www.jpcert.o｢･ip/
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